
【コアカリキュラム案】
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生活 遊び・学び 自己 人とのかかわり 

・自分の健康や体について関心を持

ち、食べ物、運動、生活リズムの大切

さなどに気付き、自分でできることを

しようとする。 

・身の回りの出来事や生活全般につ

いて興味を持つ。 

・家族や友だちとの関わりの中で食

事を楽しむ。 

・戸外で体を十分に動かし、友だちと

一緒に遊びや活動を進める楽しみを

味わう。 

・自分でしなければならないことを自

覚して行い、あきらめずにやり遂げる

ことで満足感や達成感を味わう。 

・健康、安全な生活に必要な習慣や

態度を身に付け、見通しを持って行

動する。 

・豊かな経験を通じて感じたり気づい

たりできる喜びや楽しさを味わう。 

・周りの友だちや自然に刺激を受けな

がら、生き物や身近な事象に興味・関

心を持つ。 

・友だちと一緒に遊びや活動を行う中

で、考えたり、工夫したりして楽しさを

共有し、友だちの良さに気付いたり、

認めあったりする。 

・思いきり体を動かし、友だちと相談し

ながら、遊びに必要なルールを考え

出す。 

・物の使い方や遊び方において、工

夫したり試したりし、失敗しながらも、

新しいことを成し遂げ、自信を持って

行動できるようになる。 

・様々な活動や遊びを十分に楽しみ、

意欲的に取り組むとともに、主体的に

行動することで充実感や達成感を味

わう。 

・自分なりに疑問に思ったことを調べ

たり、工夫したりしながら取り組む。 

・いろいろな活動や遊びを通して、友

だちや周囲の人に認められる喜びを

味わう。 

・友だちや大人との関わりを通して自

分の良さに気付く。 

・友だちと関わりながら、互いの思い

や考えに気付き共有する中で、共通

の目的に向けて、考えたり工夫したり

協力したりする面白さを味わう。 

・場面や状況に応じて、自分なりに判

断し、自己をコントロールしようとする。 

・自分の力で行動することや、工夫し

ながらあきらめずにやり遂げることで、

充実感や達成感を味わう。 

・友だちが感じたこと、考えたことに興

味・関心を持ち、自分が感じたこと、

考えたことを様々な方法で自分なりに

表現する楽しさを味わう。 

・困っている友だちに気づく。 

・様々な活動を通して人と関わる楽し

さに気づき、相手の話を聴き気持ちを

感じ取ったり、自分の思いを伝えたり

する。 

・友だちの思いや頑張りに気付き、互

いに認め合う中で相手を大切に思う

気持ちを持つ。 

・友だちと一緒に遊びや活動を行う中

で、楽しさを共感しあう。 

・困っている友だちに声をかけて、助

けようとする。 

・集団生活を送る上でのルールや約

束ごとを学び守ることで、充実感や達

成感を味わう。 

・友だちの力になることで、お互いの

大切さを実感する。 
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●カリキュラムの４つの柱● 

就学前（５歳児）から小学校入門期（小学校１年生１学期）に至る接続の姿 

Ⅰ期（出会い・かかわる・慣れる） 

・基本的生活習慣は身に付いているが、

個人差がある。 

・進級した喜びや期待から何事も意欲

的に取り組もうとする反面、新しい環境

で、緊張したり、不安を感じたりする姿

も見られる。 

・一人一人の心に寄り添いながら、保

護者や友だちへの親しみを深め、遊び

を楽しむ。 

・生活の流れがわかり、興味を持ったこ

とに取り組むようになる。 

・集団で遊ぶことの楽しさを知り、誘い

合って遊んでいるが、意見のぶつかり

あいやトラブルがみられる。 

・環境からの刺激を受けて、色々なこと

に興味関心を深め、互いに感じたこと

や考えたことを伝え合う喜びを育てる。 

・簡単なルールを作り出しながら、友だ

ちと一緒に遊ぶ。 

・全身を使い、心を開放して遊ぶ。 

・気の合う友だち同士で遊びを進めて

いく中で、考えを出し合う姿が見られる。 

・様々な活動や行事への意欲が高まり、

いろいろな挑戦をしようとする。 

・友だちとの活動の中で、共通の目標

に向かって、協力して頑張る大切さや、

お互いの良さに気付く。 

・健康な生活習慣を身に付ける。 

・就学への期待が高まり、生活や遊び

に意欲的に取り組む子どももいれば、

不安を感じている子どももいる。 

・仲間意識が強まり、友だちと考えを出

し合ったり、工夫したりして遊びをより

楽しくしようとする。 

・就学することへの期待を持ち、健康的

な生活リズムを身につける。 

・今まで経験したことを活かしながら、

友だちと話し合ったり協力したりして、

遊びや生活を進めていく。 

･入学したという期待感ややる気が高

まっている一方、環境の大幅な変化に

戸惑い、不安感を持つ子どもがいる。 

・幼児期までに身につけてきた友だちと

の関わり方のスキルを活かして、新た

な友だちと遊んだり、学んだりしようと

･環境の変化に慣れるとともに、小学校

生活への思いをふくらませ、考えを広

げ、学びに夢中になる姿勢を育てる。 

・これまでの経験を活かして、新たな友

だちと楽しみながら関わり、好奇心を

持って生活する。 

Ⅱ期（のびのび・発見・感動・広がり） Ⅲ期（友だちと一緒・考え合う・力を合わせる） Ⅳ期（友だち大好き・あこがれ・期待・自信） 小学校入門期 
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【コアカリキュラム案】
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安全・安心な生活を土台に、遊び、熱中し、試行錯誤し学べる毎日を作る。 

子どもを真ん中に、共に育て、共に育ち、共に育て合う。 

○ 保護者支援 

○ 地域との連携   

○ 保幼小連携  

○ 関係機関との連携 

 

子育ての思いを共有しながら、同じ目線で語り合い、共に育てる関係性を育む。 

～保護者に寄り添い、家庭と共に～ 

 

地域の人々と子育ての喜びを分かち合い、知恵や知識を交換し、子育て文化や子どもを大切にする価値観を共に紡ぎだす。 

～地域の中で共に生きる～ 

 

交流を行い相互理解を図りながら、育ちと学びの連続性を意識した保育をつなぐ。 

～共に伝え合い、学び合う～ 

 

地域の専門機関、学校等と保育内容への相互理解を深め、学び合い、伝え合い、子どもの今と今につながる未来を支える関係を作る。 

～みんなで支える、支え合う～ 

一人ひとりの気持ちや考え

を理解し、親しみと信頼関

係を深めていく。 

心地良い信頼関係の中で、

安心して自分の思いを表

せるようにする。 

それぞれの思いや葛藤に心を

寄せることで、受け入れられて

いるという安心感が持てるよう

にする。 

一人ひとりの成長を認める

ことで、それぞれが満足感、

達成感を味わえるようにす

る。 

・明るく清潔な環境を整え、一人ひとりが安心して過ごせるようにする。 

・季節の変化に応じた健康的な生活の場を整える。 

・職員間の連携を深め、のびのびと活動できる環境を整える。 

・一人ひとりを尊重し、愛情豊かに育てることで、自分や周りの人が大事・大好きと実感できるようにする。 

・健康や安全などに関わる基本的な生活習慣や態度を身に付けることができるようにする。 

～幸せな毎日を生き、幸せな未来へつなげる～ 

○ 環境づくり 

○ 命の大切さ 

○ 一人ひとりとの 

 関係づくり 

２


